
令和6年度事後調査報告書についての委員意見

案件名：（仮称）神戸道場町太陽光発電所建設事業

No. 委員からの質問・意見 事業者回答

1

p.10 2.3.9(1)⑧

地球温暖化

p.61 4.8.1(3)②

表4.8.3左欄

「運搬を平準化」とあるが、運搬の平準化をしてもトータルの車両台数は同じなので、CO2

の発生量は減らないのではないか。

平準化によりNO2やSPMのピーク濃度を下げる効果はある。なお、p.18 表4.1.4の上から

２つ目、左欄の「標準化」は「平準化」の誤記。

ご意見にありますCO2の発生量の抑制にはなりませんので、「･工程調整等により～抑制に努める」の文章は削除いたします。p.18 表4.1.4については、

ご指摘どおり「平準化」に修正いたします。

2
p.16 4.1.1(5)

2、3行目

風向風速についても「環境保全の目標値を下回っていた」と読める。

また、図4.1.1は表4.1.1の誤記。正しく伝わるように修正すること。

文章を次に示すとおり修正いたします。「大気質の測定結果は表4.1.1(1)～(3)、風向風速は図 4.1.2に示すとおりである。また、二酸化窒素及び浮遊粒子状

物質は、環境保全の目標値を下回っていた。」

3
p.21 4.1.3

5、6行目

「（前の行を受けて）いずれの項目においても」とあるので車両台数や風向風速について

も「環境保全の目標値を下回っていた。」と読める。誤解のないように修正すること。

ご指摘の箇所の文章を次に示すとおり修正いたします。「なお、二酸化窒素及び浮遊粒子状物質は、調査結果の平均値(期間平均値)が予測結果の平均値(年

平均値)よりも上回っていたが、環境保全の目標値を下回っていた。」

4

p.18 4.1.2施設

調査（大気質）

図4.1.3

R７/２-３月に交通量がかなり増えているのは土砂搬出の関係でしょうか ご指摘のとおり、残土の場外搬出の車両が増加したためです。

5
p.20～22

4.1.3

予測と現地調査で、評価地点、工事車両台数、風配図が大きく異なる。

これらの理由を述べ、NO2やSPM濃度の予測結果について評価すること。

「環境保全の目標値を下回っていた」（２１頁、６行目）から、よしとするのではなく

て、調査結果が予測を上回った要因について考察すること。

工事車両の走行は、これまでの工事区域周辺の地元住民との協議を重ね、走行ルートを当初より変更しており、それに伴い現地調査地点は予測地点と異

なっています。また、残土の場外搬出は当初の予定になく、工程上、可能な範囲で規模や数量の調整を行いましたが、工事車両の台数は、当初よりも増加

してしまいました。

予測時点での風向風速は、三田気象観測所のデータであり、調査結果はP20に示す調査地点で行ったデータとなります。調査地点は周辺が山や谷に囲まれ

ており、局所的な影響も受けやすい地点と考えられます。また、予測時の風配図は春季の期間(3カ月)のものであり、調査結果は短期的な期間(2週間)のも

のであるため、風配図が異なる要因であると考えられます。

調査結果が予測を上回ったのは、調査時の台数(大型車193台/日、小型車183台/日)が予測条件とした工事車両台数(大型車40台/日)よりも多かったことが

大きな要因であったと考えられます。

6

p.21 4.1.3 事後

調査結果の検討

（大気質）

p.28 4.2.3事後

調査結果の検討

（騒音）

土砂搬出量が増えたことに伴って交通量が増えており、それに伴い騒音も大気質も悪化し

たとみている。特に、騒音の環境保全の目標値55dBを上回るのはやはり良くない。事前の

計画次第でこのような事態は避けられたのかと思うと非常に残念である。

残土の場外搬出時は、工程上、可能な範囲で規模や数量の調整を行いましたが、やむをえず工事車両の台数は増加してしまい、大変申し訳ありません。

7

p.39 4.4.3 事

後調査結果の検

討（水質）

水質の環境保全の目標は、 「水の濁り及びpHにより下流水域の水質保全上の支障を及ぼさ

ないこと」としており、調査においては水の濁り及び pH は水質汚濁防止法の一律排水基準

の値(pH：5.8～8.6、SS:200mg/L)と比較した。その結果、いずれの項目も一律排水基準の

範囲内もしくは値以下であり、環境保全の目標値を下回っていた。」あるが、このデータ

はどこにあるのか？

ご指摘のデータは、P38の表4.4.2(1)～(2)に示しております。

8 p.45 4.6植物
希少種の保護地区を壊してしまったと言うことは大変残念なことです。ただその後、対処

を試みてはおおられるのでその点は評価できます。
地元要望のナラ枯れの撤去作業を行った際、誤って重機を通過させてしまい、移植地の大部分を消失してしまいました。大変申し訳ありません。


